
揺れ幅最大80%低減
兵庫県南部地震×48回に耐えた
制震ダンパー
8トンの錘を載せた実大住宅の振動台実験では、
兵庫県南部地震（1995年）を再現した地震波を
48回も加振しました。
ミューダム®は全く健全であり、住宅は
各回毎にほぼ原点に戻りました。

実大2階建住宅の振動台実験
従来の木製筋かいにミューダム®を追加した実大2階建
住宅に、兵庫県南部地震（1995年）を再現した振動台
実験では、最大の揺れが 80%も低減されました。

柔軟な配置が可能
ミューダム ®は圧縮・引張の対象性能を有するので、金物同士の
干渉に注意すれば左右どちらでも、また連続配置も可能です。

48回加振した実大住宅の振動台実験

実大 2階建住宅の振動台実験

2階層間変位
1階層間変位

基礎が滑る 基礎が固定
されている

建物に制震
装置を設置

●地面の揺れが建物に伝わらないため、建物の損傷・家具
　の転倒などを最小限に抑えることが可能です。
●建物がほとんど変形しないため、建物本来の耐震性を維
　持します。
●高コストであり、設置には地盤敷地に制約があります。

●地震エネルギーを吸収し建物の変形を抑えます。
●変形を抑え建物のダメージを低減します。
●ダメージを低減し、建物本来の耐震性を維持します。
●免震工法と比較し低コストなため一般住宅向けです。

■免震と制震と耐震の知識 木造住宅の地震対策は大きく分けて3種類です

免震住宅 制震住宅 耐震住宅

●耐震工法とは筋交いや面材によって強度を高めて、地震
　の力に耐える方法です。

　どうして耐震だけではダメなの？
　金物固定は地震を受ける度にどんどん緩んでいきます。さらに
　全体のバランスが取れていなければ弱いところに緩みが集中し
　全体損傷の引き金になってしまいます。


	muDAM_20221101.pdf
	3


